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への関与は認められなかったが、上皮間葉転換  (EMT) を促す肝細胞増殖因子  (HG
F) 刺激により、EphA2はリガンド非依存的にチューブへの形態変化を制御すること
が明らかになった。がん細胞ではPI3K/Akt経路の活性化によりEphA2の 897番目のセ













（続紙  ２  ）                             
 
（論文審査の結果の要旨）  
 エ フ リ ン は 、発 生 過 程 に お け る 細 胞 の 位 置 や 数 を 制 御 す る 重 要 な
因 子 で あ る 一 方 、こ の シ グ ナ ル の 異 常 が 様 々 な 疾 患 の 発 症 と 深 く 関






























 本 論 文 は 、エ フ リ ン 受 容 体 E p h A 2の 上 皮 細 胞 に お け る 機 能 と そ の
制 御 メ カ ニ ズ ム に つ い て 論 理 的 か つ 一 貫 性 を も っ て 示 し た も の で
あ り 、が ん の 悪 性 化 、さ ら に は 複 雑 な 上 皮 組 織 の 形 成 過 程 の 基 本 的
な 分 子 機 構 の 解 明 に 寄 与 す る 新 し い 発 見 で あ る 。こ れ ら の 理 由 に よ
り 、本 論 文 は 生 命 科 学 の 理 解・発 展 に 貢 献 す る 重 要 な 論 文 で あ る と
み な し 、博 士（ 生 命 科 学 ）の 学 位 論 文 と し て 価 値 あ る も の と 認 め た 。 
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要旨公開可能日：      年    月    日  
